
本田航空株式会社所属 
セスナ式１７２Ｋ型ＪＡ３５５８ 
に関する航空事故報告書

昭和５５年５月２８日

航空事故調査委員会議決（空委第２５号）

委員長　八田桂三

委員　榎本善臣

委員　諏訪勝義

委員　小一原正

委員　幸尾治朗

１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

本田航空株式会社所属セスナ式１７２Ｋ型ＪＡ３５５８は、昭和５５年２月２４日１４時２３ 

分ごろ、離着陸訓練のため、埼玉県比企郡川島町本田エアポートにおいて、機長及び操縦練習 

生（以下「練習生」という。）がとう乗し、離陸のため地上滑走中、前車輪及び左右主車輪が 

ダンプ車両の轍に落ち込み、脱出の際右に傾き、主翼端及びプロペラが接地し中破した。火災 

は発生しなかった。

本事故による人員の死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５５年２月２５日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５５年５月１９日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ３５５８は、昭和５５年２月２４日、本田エアポートにおいて、離着陸訓練のため、機長及び練習 

生がとう乗し、１４時１８分ごろ滑走路１４末端近くの駐機場から練習生の操縦により出発した。同機は、 

滑走路３２から離陸するため、進入中の航空機がないことを確認した後、滑走路１４末端付近から滑 

走路に進入した。

機長は、滑走路上を滑走路３２末端に向かって地上滑走中、練習生から着陸帯のてん圧され 

た草地の方が慣れているとの申し出があったので、途中から当該草地の方に向かうよう指示し 

た。

機長は、同機が左へほぼ直角に向きをかえ滑走路から出たところ，前方に滑走路に平行した 

ダンプ車両の轍２すじを視認したので、練習生に操縦を代わる旨を告げて操縦を交代した。

機長は、エンジン出力（以下「出力」という。）を減らして、その轍を通過しようとしたが、 

同機の前車輪が手前の轍を通過し前方の轍に落ち込むとともに左右主車輪が手前の轍に落ち込 

み停止した。

機長は、出力を加えて轍から脱出しようとしたが脱出できなかったので、更に出力を加えた 

ところ、同機は右に傾き始めた。機長は、直ちに出力をアイドルにしたが、同機の右主翼端が 

接地し、機体が前に傾き始めたため、ミックスチャカットオフ、ついでイグニッションオフに 

したところ、プロペラが接地した後三点姿勢に戾った。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員　その他
その他

死亡　０　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　２　―

２．３　航空機の損壊の程度

中破



２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２４年２月１３日生

事業用操縦士技能証明書　第４３２５号

昭和４７年６月９日取得

限定事項　飛行機陸上単発

操縦教育証明　飛行機第８２０号

第１種航空身体検査証明書　第１１６５１６４７号

有効期限　昭和５５年６月２８日

総飛行時間　３，７４５時間００分

同型式機飛行時間　１，８５０時間１０分

最近３０日間の飛行時間　５５時間１０分

２．６　航空機に関する情報

型式　セスナ式１７２Ｋ型

製造番号　１７２５９２１５

製造年月日　昭和４５年７月８日

耐空証明書番号　第東‐５４‐０５４号

有効期間　昭和５４年４年２４日から昭和５５年４月２３日まで

総飛行時間　５，７０４時間２４分

重量及び重心位置

事故当時の重量は１，８４１．９ポンド、重心位置は３８．８９インチと推算され、それぞれ重量 

限界（２，３００ポンド）及び重心位置の許容範囲（３５～４０．５インチ）内にあったものと推 

定される。

２．７　気象に関する情報

事故当時の気象は、機長の口述によると、風向約３３０度、風速１５～２０ノットであった。



２．８　航空機及びその部品の損壊に関する情報

右主翼端前方部約６０センチメートル破損

プロペラ一本の先端約２４センチメートル湾曲

２．９　飛行場に関する情報

滑走路は、長さ６００メートル、幅２５メートルでコンクリート舗装されており、滑走路に 

平行して着陸帯の一部がてん圧され、誘導路として使用していた。

事故機が停止した地点には、間隔２．５メートルの轍があり、各轍は幅７０センチメートル、

深さは手前は５～６センチメートル、前方は約１２センチメートルであった。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

３．１．１　事故機の調査結果及び機長の口述から、同機は、事故発生時まで異常はなかったも 

のと推定される。

３．１．２　事故時の風向風速は、同機の機軸に対してほぼ左真横からの１５～２０ノットであ 

った。

３．１.３　当該エアポートは、昭和５４年１２月に滑走路のかさ上げ工事を実施した後、整地 

と草刈りを行ったが、一部にダンプ車両の轍が残っており、４月には整地する予定であ 

った。

３．１．４　機長は、草地内の一部にはダンプ車両の轍のあることについては承知していたが、 

当該地上滑走中、練習生の申し出を受け、滑走路から出ることを指示したことは、機長 

の経路の選定が適切でなかったものと推定される。

３．１．５　機長は、滑走路から出た時には左からの風に対して左にエルロンを使用し、車輪が 

轍に落ち込み同機が停止した時及び脱出のため出力を増した際エルロンは中立にしてい 

たと述べており、事故時において操縦輪は中立位置にあったものと推定される。

３．１．６　機長が轍から脱出のため出力を加えたことにより前のめりモーメントが増加し、左 

からの横風をうけ、操縦輪が中立位置にあったことも関与して、左主翼があおられて右 

主翼端及びプロペラが接地したものと推定される。



４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有し、所定の航空身体検査に合格していた。

(2)　ＪＡ３５５８は、有効な耐空証明を有し、事故発生まで異常はなかったものと推定される。

(3)　事故時の風向風速は、同機の機軸に対し左真横からの１５～２０ノットであった。

(4)　飛行場の草地内の一部にダンプ車両の轍があり、飛行場整備は十分ではなかったものと推

定され、機長は上記状況について承知していた。

(5)　機長は、練習生の申し出を受け、滑走路から出ることを指示したが、その経路選定は適切で 

なかったものと推定される。

(6)　轍から脱出するため出力を加えたことにより、前のめりのモーメントが増加したものと推 

定される。

(7)　事故時において、左主翼が横風にあおられ、操縦輪は中立位置にあったことも関与して、 

右主翼及びプロペラが接地したものと推定される。

原因

本事故は、地上滑走中、ダンプ車両の轍に落ち込んだ際、横風のもとでの機長の脱出操作に 

適切を欠いたことにより、右前方に傾斜し、機体を損傷したものと推定される。


